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多摩ブルー・グリーン倶楽部 平成 26 年度例会・事業報告 

 

    多摩ブルー・グリーン倶楽部では、平成 26年度例会・事業を以下のとおり行いました。 

 

１．例会 

（１）第 17回例会 

 

① 日  時 平成 26 年 4月 10日（木）14：45～ 

② 場  所 たましん事業支援センター（Winセンター） 

③ 内  容 ■平成 26年度事業計画について 

 

 ■講 演 会 

 『60年前の多摩』 

 講 師 嵐山 光三郎 氏（作家・エッセイスト） 

 

 『戦略を超える理念経営～成果と人間関係を両立する組織づくり～』 

 講 師 青木 仁志 氏（アチーブメント株式会社 代表取締役社長） 

                                              

 ■情報交換会 

 

（２）第 18回例会 

 

① 日  時 平成 26 年 9月 9日（火）15:00～ 

② 場  所 たましん事業支援センター（Winセンター） 

③ 内  容 ■事業中間報告 

 

 ■多摩未来奨学金について 

 細野 助博 氏（学術・文化・産業ネットワーク多摩 専務理事 中央大学教授） 

                                  

 ■マッチング会 

              受賞企業 16 社によるプレゼンテーション             

             

 ■情報交換会  
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２．実施事業 

（１）会員企業相互訪問 

 倶楽部会員同士の理解を深めるため、会員企業を訪問しました。 

   

実施日：平成 26 年 6月 17 日（火） 

訪問先：白山工業株式会社 （第 11回多摩ブルー賞 最優秀賞 受賞） 

 エム・ケー株式会社（第 11回多摩グリーン賞 最優秀賞 受賞） 

訪問者：15名（敬称略 順不同 ） 

     

■参加会員（敬称略 順不同） 

臼井 努  京西テクノス株式会社 代表取締役社長   

高城 雄三  株式会社 CSS技術開発 代表取締役     

田辺 裕康  たなべ物産株式会社 代表取締役社長 

安東 邦彦  特定非営利活動法人 多摩草むらの会 

西山 正    経済産業省 関東経済産業局  

葛西 志耕  経済産業省 関東経済産業局  

白石 千紘  経済産業省 関東経済産業局  

西島 慧一  信金中央金庫 東京営業部 

上農 峻輔  信金中央金庫 東京営業部 

 

（２）ボランティアの実施 

実施日：平成 26 年 11月 8日（土） 

      内 容：森林保全活動（間伐作業） 

 日本山岳会 高尾の森づくりの会協力 

      場 所：裏高尾小下沢風景林 

  

     

 

（３）多摩未来奨学金 

公益社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩（以下、ネットワーク多摩という）主催のもと 

設立された「多摩未来奨学金」に対し、会員企業より寄附を募り、「多摩ブルー・グリーン倶楽部」 

名義で「多摩未来奨学金」に寄附を行いました。  
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平成 26年 6 月 17日（火）、第 11 回多摩ブルー賞最優

秀賞受賞企業である白山工業株式会社と、第 11 回多摩

グリーン賞最優秀賞受賞企業のエム・ケー株式会社への

会員企業相互訪問を行い、9 名の倶楽部会員が参加しま

した。 

白山工業株式会社本社を訪問し、吉田社長から会社概

要を、同社牛尾様からは受賞内容をご説明いただきまし

た。 

同社が開発した計測地震防災システム「VissQ」は、

地震発生時のビルにおいて揺れの状況を計測しながら、

人・建物の安全や事業継続の為に実際に計測したデータ

を用いて、迅速な対応を可能にする新しい地震防災シス

テムです。同社の本社のある Jタワーにおける、東日本

大震災時の建物の被災状況の判定等についてご説明い

ただきました。 

また、東京工業大学との共同研究で製品化した「地震

ザブトン」の体験をさせていただきました。 

倶楽部会員が実際に「地震ザブトン」に試乗し、実際

のデータに基づいたで阪神・淡路大震災や東日本大震災

での新宿高層ビルの揺れ・振幅の大きさを体験しました。 

その後、活発な意見交換が行われました。 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 続いて、日野市に会場を移し、エム・ケー株式会社の

企業訪問を行いました。 

小林社長に創業当時から現在までの企業の沿革や、経

営理念についてご説明をいただきました。 

本社事務所の見学後、岩舘専務取締役から受賞内容に

基づく「地域活性化をもたらす市街化調整区域の開発」

についてご説明いただきました。 

市街化調整区域の一般的な開発成功率、地元地権者の

同意形成、進出企業の誘致、地元行政の開発許可、地元

住民への説明等地域に根ざしたビジネス展開とリアル

な現場のお話を伺いました。 

開発が地域にもたらす効果について、事例を交えてお

話しいただきました。 

今後のまちづくりの課題についても触れていただき、

参加者各々が考えさせられる機会となりました。 

 

最後に、参加者による懇親会を実施し、なごやかなム

ードの中、様々な意見交換を行い、楽しく有意義な会員

企業相互訪問となりました。 

 

 

 

 

  

 

 

会員企業相互訪問 

平成 26 年度事業報告（４月～９月）

 

白山工業株式会社    

第 11 回 多摩ブルー賞 最優秀賞 

会員企業相互訪問 

平成 26 年 9 月 9 日発行 

 

エム・ケー株式会社       

第 11 回 多摩グリーン賞 最優秀賞 

6



■参加会員（敬称略 順不同） 

臼井 努  京西テクノス株式会社 代表取締役社長   

高城 雄三  株式会社 CSS技術開発 代表取締役     

田辺 裕康  たなべ物産株式会社 代表取締役社長 

安東 邦彦  特定非営利活動法人 多摩草むらの会 

西山 正    経済産業省 関東経済産業局  

葛西 志耕  経済産業省 関東経済産業局  

白石 千紘  経済産業省 関東経済産業局  

西島 慧一  信金中央金庫 東京営業部 

上農 峻輔  信金中央金庫 東京営業部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員企業相互訪問 
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「多摩未来奨学金」取り組みについて 

 
    平成 26 年度の取り組みとして、25 年度に引き続き公益社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩（以下、

ネットワーク多摩という）主催のもと設立された「多摩未来奨学金」に対し、受賞企業より寄附を募り、 
「多摩ブルー・グリーン倶楽部」名義で「多摩未来奨学金」に寄附を行いました。 

 
 

１．概 要：企業等から拠出された資金を原資とし、文部科学省による補助制度を活用した、ネットワーク 

多摩加盟大学・短期大学の学生を対象とする奨学金制度。 

現場体験などの実践的なカリキュラムを通じて、多摩地域活性化に資する人材育成を行う。 

２．目 的：本事業により、多摩地域の活性化に資する人材を育成することで、地域中小企業の活性化と、 

地域経済の振興に繋げる。 

「多摩ブルー・グリーン倶楽部」名義で寄附することで、本倶楽部名が奨学金案内や、ネットワーク多摩 

および各大学・短大のＨＰに協賛先として掲載され、本倶楽部のバリューアップとなる。 

３．寄付実施：18社 195万円 

４．交付式：多摩未来奨学生との交付式を実施しました。  
日程：平成 26 年 12 月 7 日（日） 

        会場：法政大学多摩キャンパス百周年記念館 
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